
- 1 - 

（別添） 

木質ペレット及びストーブ燃焼灰の放射性セシウム測定のための検査方法 

 

Ⅰ．検査対象とするもの 

 

１．食品中の放射性物質に関する「検査計画、出荷制限等の品目・区域の設定・解除の

考え方」（平成 24 年７月 12 日原子力災害対策本部）に定められた総理指示対象自治

体及びその隣接自治体の 17 都県（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長

野県及び静岡県。以下「17 都県」という。）から採取された原料から生産されたもの

並びに 17 都県で保管されたもので、次に掲げるもの。 

 

・ 木質ペレット（ホワイトペレット、全木ペレット、バークペレット） 

 

 ただし、次に掲げるものは対象外とする。 

①  平成 23 年３月 11 日以前に製造され、屋内で保管されていたもの 

② 原料の全てが次のいずれかに該当するものであって、屋内で保管され、かつ当

該原料により生産された製品についても屋内で保管されていたもの 

・ 平成 23 年３月 11 日以前に採取されたもの 

・ 17 都県以外の地域において採取されたもの 
 

２. １で対象となる木質ペレットのうち、木質ペレットの当面の指標値（ホワイトペレ

ット及び全木ペレット：40Bq/kg、バークペレット：300Bq/kg）を超えるものを、ペレ

ットストーブで燃焼させた際に発生した燃焼灰（以下、「ストーブ燃焼灰」という。）。 

 

Ⅱ．測定する放射性セシウムの核種 

 

 セシウム 134 及びセシウム 137 の合計値を測定 

 

Ⅲ．検査の実施主体及び検査方法等 

 

１．検査実施主体 

① Ⅰで検査対象となる木質ペレットの製造者 
② Ⅰで検査対象となる木質ペレットを流通させる流通関係者 
③ 都道府県又は関係市町村 

 

２．検査対象ロット及び検体の採取 

(1) 検査対象となる木質ペレット製造所において、木質ペレットの原料の種類や産地、

保管先等毎に１ロットとする。木質ペレットの種類（注）が異なる場合は、必ずそ

の種類毎に検査ロットを設定する。 

 （注）木質ペレットの種類及び定義は以下のとおりとする。 

・ ホワイトペレット：樹皮を除いた木材を原料とするもの 

・ 全木ペレット：樹皮を含んだ木材を原料とするもの 

・ バークペレット：樹皮のみを原料とするもの 

(2) 各ロットから最低１検体採取し、分析に供するものとする。 
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３．検査の頻度 

 年１回以上検査を実施する。 

 

４．試料の採取 
＜木質ペレット＞ 
・ 分析に必要な量は、１検体あたり２ｋｇ以上で、分析機関が指定する量とする。 
・ 各製造所の製造ラインにおいて、分析に必要な量に達するまで、等間隔に１日あた

り３～４回、計３日以上に分けて採取する。 
・ 採取した試料は、全体が均一になるように、十分に混合した上で、ビニール又はプ

ラスティックの袋につめる。袋が大きくふくらまないように空気を除き密閉する。 
 

＜ストーブ燃焼灰＞ 

・ 分析に必要な量は、１検体あたり 100ｇ以上で、分析機関が指定する量とする。 
・ 当面の指標値を超えた製造所の製造ラインにおいて、分析に必要な燃焼灰の量を得

るために必要な木質ペレット量（目安としては、ホワイトペレット及び全木ペレット

で分析に必要な燃焼灰の量のおおむね 200 倍以上、バークペレットでおおむね２５倍

以上）に達するまで、試料を採取する。 
・ 試料の採取方法は、上記＜木質ペレット＞の項に準じて行う。 
・ 灰受け皿から灰をきれいに取り除いたペレットストーブで、上記の木質ペレットを

分析に必要な灰の量に達するまで燃焼させる。 
・ 得られた灰は、燃焼終了直後は熱いので、数時間以上放置して冷めた後、全体が均

一になるように、十分に混合した上で、ビニール又はプラスティックの袋につめる。 
 

＜試料番号の付与＞ 

・ 混同を避けるため、分析検体が複数になる場合には、採取試料に統一的な試料番号

を設定し、検体採取時に付与し、検体を入れた袋に油性サインペンで大きめの文字で

記載する。 

＜番号付与の例＞ 

○○○－ １ － １２０３○○ － １２０３○○ － ○●ペレット 

（ア） （イ）    （ウ）      （エ）      （オ） 

 

（ア）製造者名 

（イ）連番（検査対象ロット毎に１から順番に付与） 

（ウ）製造年月日（燃焼灰の場合は灰を採取した年月日） 

（エ）梱包した年月日 

（オ）木質ペレットの種類（ホワイトペレット、全木ペレット、バークペレッ

トの別を記載） 
 

５．試料の運搬・送付 

  採取した試料を分析機関に運搬・送付する場合は、自ら試料を運搬するか、宅配便

で送付する。 

① 採取者自ら試料を運搬する場合 

包装された試料（分析用試料）を段ボール箱等に入れ、分析機関に自ら責任を

持って運搬する。 

② 宅配便で送付する場合 

包装された試料（分析用試料）を段ボール箱等に梱包し、分析機関に宅配便で
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送付する。その際、分析機関が受け入れ時に照合可能な試料一覧を同梱する。 

 

６．試料の分析 
(1) 検査実施主体は、下記を参考に分析機関を選び、分析を依頼する。 

http://www.maff.go.jp/e/export/houshanou.html 

(2) 分析機関は、平成 23 年 12 月 28 日環境省告示第 107 号「廃棄物の事故由来放射性

物質についての放射能濃度の測定方法」に従うとともに、文部科学省の放射能測定

法シリーズに準拠して分析を実施する。 

(3) 分析法 

ゲルマニウム半導体検出器又はシンチレーション検出器（NaI(Tl)シンチレーショ

ンスペクトロメータ等）を用いたガンマ線スペクトロメトリー 

(4) 検出限界値等については、以下のとおりとする。 

 
【木質ペレット】 

検出限界値 

 

 

 

 

 

 

 

① ホワイトペレット、全木ペレット 

セシウム134及び137それぞれについて、４Bq/kg以下であること。 

 

② バークペレット 

セシウム134及び137それぞれについて、30Bq/kg以下であること。 

             又は 

セシウム134及び137の合計量について、30Bq/kg以下であること。 

真度（校正） 

 

 適切な標準線源を用いてピーク効率校正及びエネルギー校正されて

いること。 

 

【ストーブ燃焼灰】 

検出限界値 

 

セシウム134及び137それぞれについて、30Bq/kg以下であること。 
又は 

セシウム134及び137の合計量について、30Bq/kg以下であること。 

真度（校正） 

 

 適切な標準線源を用いてピーク効率校正及びエネルギー校正されて

いること。 

 

 (5) なお、本通知が定められる前に実施された検査について、試料の採取方法、検出方

法が本通知にある考え方と同等以上と認められる場合には、当該分析結果に替える

ことができる。 

 

Ⅳ．分析結果による出荷・使用の可否の判断 

  

下表のとおりとする。 
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木質ペレットの放射性

セシウム濃度 

燃焼灰の放射性 
セシウム濃度 

出荷・使用の可否 

当面の指標値以下 分析不要  
当該木質ペレットを燃料用として出

荷・使用できる。 

当面の指標値超過 

8,000Bq/kg 以下 

8,000Bq/kg を超える 
都道府県は、当該木質ペレットを燃

料用として出荷・使用しないよう指

導・要請する。 
 

 

Ⅴ．分析結果等の報告 

 

１．検査実施主体は、検査の結果を検査後２週間以内に別添様式により都道府県に報告

する。都道府県は、林野庁にその結果（写し）を速やかに報告する。 

２．都道府県又は関係市町村が検査を実施した場合、都道府県又は関係市町村は、検査

の結果を別添様式により速やかに林野庁に報告する。 

３．以後、新たに製品（原料の生産地が変更する場合等を含む）を販売・流通するに当

たっては、遅くとも販売・流通を開始する２週間前までに、都道府県に報告するもの

とし、都道府県は、林野庁にその結果を速やかに報告する。 

 

Ⅵ．本通知の見直しについて 

 本通知については、必要に応じて、通知の改定等を随時行う。 



別添様式　 提出日：　　年　　月　　日

１　検査結果 木質ペレット ストーブ燃焼灰（検査が必要な場合のみ記載）

２　試料（１ロット）に関する情報

1

2

3

4

5

6

7

8

３　検査体制に関する情報

４　分析機関発行の結果報告書の写しを添付

木質ペレット及び燃焼灰検査結果等報告書

検査実施主体区分
(該当するものいずれかに○を記入してくだ
さい)

①製造者

②流通関係者

検査実施者名

検査実施者所在地

検査実施者の担当者氏名及び連絡先 担当者氏名 電　　話

木質ペレット製造者名

木質ペレット製造場所

検査年月
日

放射性セシウムの核種
検査結果等（Bq/kg） 検査年月

日
放射性セシウムの核種

検査結果等（Bq/kg）
分析値 検出限界値 分析値 検出限界値

セシウム１３４ セシウム１３４

合計 合計

セシウム１３７ セシウム１３７

№ 原料名

原料 製品（木質ペレット）

備考
原料採取場所 原料購入時期 原料保管方法 木質ペレットの種類 木質ペレット製造時期 木質ペレット製造場所 木質ペレット保管方法

〈記入要領〉
   　○原料名：　間伐材、製材残材、樹皮、病害虫被害木、剪定枝等原料種別を記入。
　　 ○原料採取場所：　間伐材は産地（都道府県名、市町村名等）を記入。製材残材、樹皮は発生場所（製材工場の場所）を記入。
　　　　　　　　　　　　　　 病害虫被害木、剪定枝はそれぞれの発生場所（都道府県名、市町村名）を記入。
　　 ○原料及び木質ペレットの保管方法：　屋内、屋外等保管状況を記入
　　 ○木質ペレットの種類：　ホワイトペレット、全木ペレット、バークペレットの種別を記入

分析機関名 分析機器名 分析機器の精度の確保



別添様式（記入例）　 提出日：　　年　　月　　日

１　検査結果 木質ペレット ストーブ燃焼灰（検査が必要な場合のみ記載）

２　試料（１ロット）に関する情報

1

2

3

4

5

6

7

8

３　検査体制に関する情報

４　分析機関発行の結果報告書の写しを添付

木質ペレット及び燃焼灰検査結果等報告書

△△森林組合

H24.10

H24.10
○○県△△市
□□町

H24.10.17

樹皮

№ 原料名

H24.10.17

放射性セシウムの核種

セシウム１３４

セシウム１３７

合計

間伐材

検査実施主体区分
(該当するものいずれかに○を記入してくだ
さい)

検査実施者名

検査実施者所在地

○

検査実施者の担当者氏名及び連絡先

木質ペレット製造者名

木質ペレット製造場所

製材残材

○○県△△市□□町１－２－３

担当者氏名

①製造者

②流通関係者

△△森林組合

○○県△△市内（□□町、××町、☆☆町）

○○　○ 電　　話 ○○○－○○○－○○○○

検査年月
日

全木

○○Bq/kg

分析機関名 分析機器名 分析機器の精度の確保

（例）
（財）○○センター

・ゲルマニウム半導体検出器（○○社製　AB-500）
標準線源を用いて毎週１回確認・校正を行ってい
る。

放射性セシウムの核種
検査結果等（Bq/kg）

分析値 検出限界値
検査年月

日

原料

原料保管方法
備考

木質ペレット保管方法木質ペレット製造場所木質ペレット製造時期木質ペレットの種類

製品（木質ペレット）

○○Bq/kg

△△Bq/kg

□□Bq/kg

4Bq/kg

4Bq/kg

原料採取場所

検査結果等（Bq/kg）
分析値 検出限界値

△△Bq/kg

□□Bq/kg

30Bq/kg

30Bq/kg

○○県△△市
□□町

○○県△△市
□□町

セシウム１３４

セシウム１３７

合計

H24.10

全木

バーク

原料購入時期

H24.9

H24.9

H24.9

屋内で保管

屋内で保管

屋内で保管

〈記入要領〉
   　○原料名：　間伐材、製材残材、樹皮、病害虫被害木、剪定枝等原料種別を記入。
　　 ○原料採取場所：　間伐材は産地（都道府県名、市町村名等）を記入。製材残材、樹皮は発生場所（製材工場の場所）を記入。
　　　　　　　　　　　　　　 病害虫被害木、剪定枝はそれぞれの発生場所（都道府県名、市町村名）を記入。
　　 ○原料及び木質ペレットの保管方法：　屋内、屋外等保管状況を記入
　　 ○木質ペレットの種類：　ホワイトペレット、全木ペレット、バークペレットの種別を記入

○○県△△市

○○県△△市

○○県△△市

屋外でシートをか
けずに保管

屋外でシートをか
けずに保管

屋外でシートを
かけずに保管

記入例（１） 樹皮を原料としてバークペレット（１ロット）を製造した場合 

記入例（２） 間伐材と製材残材を原料として全木ペレット（１ロット）を製造する場合  
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